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◆サロン紹介◆

なごやにし防災ボランティアの会
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新しく２団体が開始！

主催：NPOかけはし
場所：枇杷島学区集会所
開催日：毎月第三日曜日

11:30～13:30
参加費：大人200円こども100円

主催：NPO法人AXESS
場所：円頓寺商店街 那古野ビル５階

（時々 本社１階HAKKO）
開催日：毎月第一土曜日

11:30～13:00
参加費：大人200円こども100円

こんな時代だからこそ、人と人とのつなが
りを大切に、地域に貢献できる取り組みをと
考え、子ども食堂を開催しています。
子どもは宝です。子どもが安心してお腹
いっぱいになる場所をつくりたい。小さい時
から「まちには こんな人が居るんだ」という
のを知る機会にもなれば、と考えています。
また、子ども食堂を通して家族の繋がりが
広がることで、育児中孤独になりがちな親
御さんの負担が軽減できれば嬉しいです。

新年のご挨拶
皆様お揃いで良い年をお迎えのことと存じます。日ごろはボランティア活動
にご支援ご協力を賜りましてありがとうございます。ここ数年は様々な行事が
縮小や延期を余儀なくされましたが、年が明けた現在も第六波の影響で日常生
活が脅かされています。この厳しい状況下でも、私たちボランティア連絡協議
会は、工夫を凝らして日常に笑顔と元気を届けるべく、待っていて下さる方々
の顔を思い浮かべながら活動をしています。人と人とが繋がることで人生が豊
かになると信じて、この令和５年を実りある年になるように、会員同士が連携
を深めて助け合いながら頑張って行きたいと思います。
コロナのワクチン接種も進み、インフルエンザ並みの扱いになるようですが、
まだまだ油断は禁物！マスク・手洗い・消毒は必須です。マスクの下から優し
い心と明るい笑顔で挨拶を交わせば、「目は口ほどに物を言う」の諺通り気持
ちが通じ合えると思っています。
皆様方の健康と益々のご活躍を祈念して、新年のご挨拶とさせて頂きます。

西区ボランティア連絡協議会 会長 山田 肥名子

新年あけましておめでとうございます。
令和2年1月に国内で初めてのコロナ感染症の患者が発生して3年となります。
これまで私たちは不安な日々を送ってきました。今でも医療や福祉の現場で
はたいへんな日々が続いています。新規感染者数は落ち着いてきましたが、収
束にはまだ少し時間が必要な様子です。
政府ではコロナ感染症の類型を変更する検討がなされています。普段の生活が
できるようになることや経済活動のことを考えると期待する気持ちもあります
が、感染への不安も拭い去れないという複雑な心境です。
このような中でも少しづつ様々な活動ができるようになってきました。「ボ
ラまつり」も準備を進めていただいています。3年ぶりの開催で楽しみです。
また、令和5年度は第4次西区地域福祉活動計画の最終年であると同時に第5次
の計画を策定する年でもあります。ボランティア活動で活躍されておられる皆
様をはじめ多くの区民の方に計画づくりに参加していただきたいと思います。
人と人とがつながって、様々な方が地域で活躍できるあたたかい西区をつくる
ために、西区の地域福祉活動を盛り上げていただきたいと思います。どうぞ引
き続きよろしくお願いいたします。

西区社会福祉協議会 事務局長 中村一美

NPOかけはし は、カンボジアの児童養護施設
ホープオブチルドレンと日本人マザー岩田亮子
さんの活動を支援し、こどもたちの自立を助ける
目的で設立しました。
日本でも、こどもも大人もコロナ禍で人との繋
がりや、いろんな体験の場が減る中、地域でみ
んなが集い、笑顔になれる場を作りたいと立ち
上げました。
1階食堂では、色んな世代と交流しながらの

温かい食事の場を、2階わ
くわく体験コーナーでは、こ
どもも大人も楽しめる新しい
体験や学びの場をスタッフ
みんなで作っています。
美味しい！楽しい！とみん
なが笑顔でハッピーになれる
場を目指しています。

「備えない防災」をご存じですか？特別に備えるので

はなく、普段使っているモノやコトを災害時に活用しよう

という取り組みです。いつも食べているものや、いつも

使っているものを、災害時にも使います。

普段も使える防災グッズが、たくさん提案されていま

す。災害を特別扱いにしない「備えずに済む」暮らし方

をすることで、日常的に災害への備えができます。災害

を想定内にした暮らし方、あなたも見直してみませんか。

食事は、特別な非常食を
購入しなくても、賞味期限の
長いものを多めに買うだけで
立派な災害対策です。
買い置きを多めに、食べる
ときは賞味期限の迫ったもの
から、減った分は買い足す、
この繰り返しが「ローリング
ストック」です。いつものバッグに

ビニール袋を入れて
おけば、緊急時に
①食料や水を入れる
ことも、②雨からの保
護としても、③手袋や
④ケガの手当にも活
用できます。


